













Mobility as a perspective to explore the learning  
of “Language”
－A proposal to realize foreign language education as lifelong learning  



























































（ 2004 ）が述べるように、日本においては、21 世紀以降、加速度的に進行するグローバル化に伴
い、国際共通語としての英語の重要性が再認識されたことにより、英語能力の認定を受けること


































ル・バイラム（ M. Byram ）は、「国際語（ international language ）」であるイギリス英語やアメ
リカ英語が規範とされる傾向を疑問視し（バイラム、2015/2008、pp.12－13 ）、「言語帝国主義
（ linguistic imperialism ）」（フィリプソン、2013/1992；Phillipson & Davies、1997 ）が母語話者
基準への服従を意識化させる要因となっていることを示唆している。だが、母語話者基準が強調
される一方で、現状においては、英語は、母語話者より非母語話者の使用が上回っており、「国














場合、その外国語学習者は「意思伝達に欠陥のある者（ deficient communicator ）」と見做され














































言語教育の標準としては、CEFR に先立ち、1996 年に全米外国語教師協会（ ACTFL ）により策定
された『 21 世紀の外国語学習スタンダーズ（ Standards for Foreign Language Learning in the 
21st Century ）』（外国語学習ナショナル・スタンダーズ プロジェクト、2002/1999；以下 SFLL ）
がある。SFLL は CEFR と並び、グローバル化が進行する世界の言語教育に影響を与えうる準拠
枠である（大木他、2011 ）。SFLL では、5 つの「 C 」から始まる外国語学習における目標領域が
打ち出されている。5 つの「C」とは、コミュニケーション（Communication）、文化（Cultures）、
コネクション（ Connections ）、比較（ Comparisons ）、及び、コミュニティ（ Communities ）




たことにより、近年のグローバル時代への変化が反映された枠組みとなった（ The National 





















































　また、外国語学習者の母語話者への従属に対し、バイラムは、「 The Intercultural Speaker 」と
いう語を定義している。従来は、国民国家を単位とする言語教育により、固定的な国家あるいは








訳）。日本語教育学者である細川英雄は、バイラムの「 The Intercultural Speaker 」を「相互文化
的話者／相互文化的仲介者」と解釈し、上述した考えを、自己と他者の「文化的前提、価値観、






































　2 . 3 で述べたような、自己及び他者を「 The Intercultural Speaker 」と捉える考え方は生涯教
育論に通ずる。学習を生涯の過程と捉え、生涯教育論を提唱したフランスの教育学者ポール・ラ



































世紀国際委員会（ The International Commission on Education for Twenty－first Century ）」の報
告書『学習：秘められた宝』（以下、ドロール報告書；原文「 Learning The Treasure Within 」）
（ 1997/1996、p.77 ）においては、21 世紀教育国際委員会の委員長であるジャック・リュシアン・
ジャン・ドロール（ J. L. J. Delors ）が中心となり、生涯学習の視点から 21 世紀の教育や学習の
あり方が深く、幅広く検討された結果、次のような「学習の 4 本柱」という教育方針が掲げられ
た。1 ）知ることを学ぶ（ learning to know ）、2 ）為すことを学ぶ（ learning to do ）、3 ）共に
生きることを学ぶ（ learning to live together ）、4 ）人間として生きることを学ぶ（ learning to 
be ）である。ドロール報告書によると、「人間として生きることを学ぶ」こととは、「全き人間








　上述したような生涯教育論と「 The Intercultural Speaker 」という考え方には、自分自身との
向き合い、他者との対話、社会のなかで他者と共に生きることを重視するという点で深い関連性





欧州評議会は「欧州言語年（ L’Année européenne des langues 2001 ）」を EU と共同で実施した。
その目的は、欧州の特徴というべき多様性を象徴する多様な言語のあり方を記念し、生活のあら
ゆる場面で言語学習の機会を奨励することであった。さらに「欧州言語年」を記念し、次の 3 点







 （ Conseil de l’Europe、2014、筆者訳）
　特に 3 点目の目的に着目すると、「生涯にわたる言語学習」が初等・中等教育機関、あるいは




















　社会学者のアンソニー・エリオット（ A. Elliott ）とジョン・アーリ（ J. Urry ）は、私たちが生


















2 ）  1）のつながりは、5 つの「モビリティーズ」（人びとの身体的な旅、「モノ」の物理的な移動、
場所や人間のイメージを通じて生じる「想像的な」旅、ヴァーチャルな旅、交わされるメッ
セージを通じたコミュニケーションの旅）が相互に関連し、形成される。




4 ）  1 ）の「フェイス・トゥ・フェイス」の産出には、5 つの拘束（法・経済・家族による参加、
社会的な対面、他者との関わり、移動する各場所の直接的経験、特定の瞬間・場所における
「ライブ感のある」出来事の経験）に関するプロセスがある。
5 ）  現代のモビリティの社会的実践は、特定のネットワーク資本（人間・モノ・テクノロジー・
文書）の異なる様々なアサンブラージュと結びついている。
6 ）  現在の統治のあり方は、移動の途上にある「モバイルな国民」に関係する。
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7 ）  社会生活を構成するのは、異質なものである。この異質なものは、モノ・人・情報の移動の
促進や遮断を行う多様な物質的なモノから成り立つ。
8 ）  7 ）の関係の分析において、人とモノの関係性を意味する「アフォーダンス」という概念を
問う必要性が生じる。人びとは、「多様な外観や多様なモノが、特定の人間の器官やテクノ
ロジーと結び合わさって、アフォーダンスを提供しているのである」（ p.25 ）。
9 ）  モビリティ・システムは、社会の経済を、適合的かつ発展的な関係により特徴づけるもので
ある。「社会が豊かになるほど、モビリティ・システムの範囲は広がり、そのシステム間の
関係性は複雑なものになっていく」（ p.26 ）。
10 ）  モビリティ・システムは、社会において、「多様な空間の範囲やスピードで人、モノ、情報
を流通させるプロセスをめぐって組織されている」（ p.26 ）。また、それらの流通する構造
化されたルートが重要な問題となる。
11 ）  10 ）のモビリティ・システムは空間的に固定され、新たなシステムにおいては、「さまざま
なかたちで距離を克服しモビリティを構造化しているような物理的な構造、社会的実践、経
済的実態」（ p.26 ）が存在し、蓄積される。


















　2 . 3 で言及した CEFR においても、学習者像として「モバイル・ライブズ」を生きる人が想定












（ COMMISSION EUROPÉENNE Éducation et culture、2008 ）。例えば、欧州評議会は「生涯学習の
ためのヨーロッパ資格認定枠組み」（ CEC；Le cadre européen des certifications pour l’éduca-
tion et la formation tout au long de la vie ）を制定し、推進してきた。また、CEFR 自体にも「異
なる国や地域の学習者の目標と統一基準を比較できる方法を確立することにより、ヨーロッパに
おける言語教育促進の手段を提示すること」（モロウ、2013、p.7 ）というねらいがある。このよ











デービザを用いた中期日本滞在、日本学科 2 年次及び 3 年次科目の同時履修という学習環境を自
律的に構築していた学生である。幼少期からのアジア諸国への関心と中等教育からの外国語学習
への嗜好という動機づけにより、エロディは、まず、2005 年 9 月にフランスの地方国立大学の
中国学科で中国語学習を開始した。翌年、中国学科の 2 年次への進級と同時に、同大学日本学科
の 1 年次にも登録し、日本語学習を開始した。2007 年に中国学科 3 年次及び日本学科 2 年次に
進級し、2008 年 7 月には中国学科の学士を取得した。だが、中国学科の学士号取得に向け集中
していたため、日本学科 2 年次は留年した。翌年、日本学科 2 年次に再登録したが、かねてより
長期日本滞在の機会を獲得することを希求していたことから、インターネットを通じて日本での




2010 年 9 月には同大学に復学し、日本学科 2 年次科目と 3 年次科目の両方を同時に履修した。
そして、翌年 2011 年 7 月に日本学科の学士号を得た。その後、パリへ引っ越し、約 1 年間、在
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